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イ
ン
ド
に
お
け
る
銀
行
部
門
の
発
展
と
経
済
成
長

井
上　

武

特 集特 集
　

金
融
発
展
と
経
済
成
長
の
因
果
関
係
は
、
こ
れ

ま
で
数
多
く
の
研
究
が
取
り
上
げ
て
き
た
テ
ー
マ

で
あ
る
。
発
展
し
た
金
融
シ
ス
テ
ム
は
貯
蓄
動
員

を
助
け
、
投
資
を
容
易
に
す
る
た
め
、
経
済
発
展

を
促
進
す
る
。そ
の
一
方
、経
済
成
長
は
金
融
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
需
要
を
作
り
出
し
、
こ
れ
が
よ
り

発
展
し
た
金
融
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
こ
の
よ

う
に
金
融
発
展
と
経
済
成
長
に
は
双
方
向
の
関
係

が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
各
国
の
デ
ー
タ
を

用
い
た
多
く
の
実
証
研
究
で
も
金
融
発
展
と
経
済

成
長
は
概
し
て
双
方
向
の
因
果
性
を
持
つ
と
い
う

結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
金
融
発
展
と
経
済
成
長
は
互
い
に

影
響
を
及
ぼ
し
合
う
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
本
稿
で
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
経
済
成
長
に
つ

い
て
金
融
シ
ス
テ
ム
の
中
で
も
主
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
銀
行
部
門
の
発
展
と
い
う
観
点
か
ら

検
証
す
る
。
以
下
で
は
、
初
め
に
イ
ン
ド
の
銀
行

部
門
の
構
成
に
つ
い
て
概
観
し
、
次
に
一
九
九
○

年
代
の
資
産
・
負
債
構
造
と
収
益
性
・
健
全
性
を

通
じ
て
銀
行
部
門
の
現
状
を
分
析
す
る
。
そ
し
て

最
後
に
イ
ン
ド
が
今
後
も
持
続
的
な
経
済
成
長
を

実
現
し
て
い
く
上
で
解
決
す
べ
き
銀
行
部
門
の
課

題
を
明
ら
か
に
す
る
。

●
イ
ン
ド
に
お
け
る
銀
行
部
門
の
構
成

　

イ
ン
ド
の
銀
行
部
門
は
金
融
仲
介
機
関
の
約
七

割
の
金
融
資
産
を
保
有
し
て
お
り
、
銀
行
総
資
産

の
八
割
以
上
を
占
め
る
商
業
銀
行
と
資
産
規
模
は

小
さ
い
も
の
の
農
村
部
を
中
心
に
広
範
な
支
店
網

を
持
つ
協
同
組
合
銀
行
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の

う
ち
商
業
銀
行
は
二
○
○
六
年
三
月
時
点
で

二
二
二
行
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
一
八
行
が
指
定
商

業
銀
行
、
四
行
が
非
指
定
商
業
銀
行
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
指
定
商
業
銀
行
と
は
中
央
銀
行
法
の
中
で

「
五
○
万
ル
ピ
ー
以
上
の
払
込
資
本
と
準
備
金
を

保
有
し
、
預
金
者
の
利
益
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に

業
務
を
行
う
商
業
銀
行
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、

現
在
で
は
実
質
的
に
ほ
ぼ
す
べ
て
の
商
業
銀
行
が

指
定
商
業
銀
行
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

　

指
定
商
業
銀
行
は
そ
の
形
成
過
程
や
所
有
形
態

か
ら
ス
テ
ー
ト
・
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
イ
ン
デ
ィ
ア

（
Ｓ
Ｂ
Ｉ
）
グ
ル
ー
プ
（
八
）、国
有
銀
行
（
二
○
）、

地
域
農
村
銀
行
（
一
三
三
）、
国
内
民
間
銀
行

（
二
八
）、
外
国
銀
行
（
二
九
）
の
五
つ
に
分
類
さ

れ
る
（
括
弧
内
は
二
○
○
六
年
三
月
時
点
の
行

数
）。
こ
の
う
ち
Ｓ
Ｂ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
、
国
有
銀
行
、

地
域
農
村
銀
行
は
政
府
部
門
が
主
要
株
主
と
な
っ

て
い
る
た
め
「
公
共
部
門
銀
行
」
と
呼
ば
れ
、
国

内
民
間
銀
行
と
外
国
銀
行
は
政
府
部
門
が
主
要
株

主
で
は
な
い
た
め
「
私
有
部
門
銀
行
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

●
指
定
商
業
銀
行
の
資
産・負
債
構
造

　

地
域
農
村
銀
行
を
除
く
指
定
商
業
銀
行
の
資

産
・
負
債
規
模
は
一
九
九
一
年
の
三
兆
二
○

三
五
億
ル
ピ
ー
か
ら
二
○
○
六
年
の

二
七
兆
八
七
八
九
億
ル
ピ
ー
に
拡
大
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
も
五
六・
二
％
か

ら
七
八・
二
％
に
上
昇
し
て
い
る
た
め
、
銀
行
部

門
は
実
体
経
済
よ
り
も
速
い
ペ
ー
ス
で
成
長
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
資
産
・
負
債
構
成
を
項
目

別
に
見
る
と
、
負
債
側
で
は
預
金
、
資
産
側
で
は

貸
付
と
投
資
が
そ
れ
ぞ
れ
主
要
な
項
目
と
な
っ
て

い
る
。

　

預
金
は
一
九
九
一
年
か
ら
二
○
○
六
年
に
か
け

て
指
定
商
業
銀
行
の
負
債
全
体
の
七
割
か
ら
八
割

を
占
め
て
い
る
。
こ
の
間
、
預
金
は
年
平
均

一
六・
三
％
で
安
定
的
に
増
加
し
て
お
り
、
貯
蓄

動
員
が
着
実
に
進
行
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

預
金
の
主
な
担
い
手
は
家
計
部
門
で
あ
り
、
預
金

全
体
の
六
割
か
ら
七
割
を
保
有
し
て
い
る
。
預
金

インド経済─成長の条件
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を
普
通
、
当
座
、
定
期
の
三
つ
の
形
態
に
分
類
す

る
と
、
イ
ン
ド
で
は
定
期
預
金
の
割
合
が
最
も
高

く
、
一
九
九
一
年
以
降
、
預
金
全
体
の
約
六
割
を

構
成
し
て
い
る
。
家
計
部
門
は
預
金
の
最
大
の
保

有
主
体
で
は
あ
る
が
、
特
に
定
期
預
金
に
つ
い
て

は
一
九
九
○
年
代
初
頭
以
降
、
そ
の
保
有
割
合
を

著
し
く
低
下
さ
せ
て
お
り
、
政
府
部
門
と
民
間
企

業
部
門
の
割
合
が
代
わ
り
に
上
昇
し
て
い
る
。

　

図
１
は
こ
の
定
期
預
金
に
つ
い
て
満
期
期
間
ご

と
の
構
成
を
示
し
て
い
る
。
中
期
（
満
期
一
年
か

ら
三
年
未
満
）
の
定
期
預
金
は
全
体
の
四
割
前
後

で
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
。
一
方
、
短
期
（
満

期
一
年
未
満
）
の
定
期
預
金
は
一
九
九
一
年
の

一
九・四
％
か
ら
二
○
○
六
年
の
三
九・五
％
に
増

加
し
、
長
期
（
満
期
三
年
以
上
）
の
定
期
預
金
は

一
九
九
一
年
の
三
九・
二
％
か
ら
二
○
○
六
年
の

二
四・
五
％
に
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
短

期
と
長
期
の
定
期
預
金
は
二
○
○
一
年
を
境
に
構

成
割
合
を
変
化
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
の
一

つ
と
し
て
長
短
預
金
金
利
の
格
差
縮
小
に
伴
い
、

預
金
者
と
銀
行
の
双
方
が
短
期
預
金
を
選
好
し
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
③,p.64

）。

　

指
定
商
業
銀
行
の
資
産
項
目
に
つ
い
て
は
、
貸

付
が
一
九
九
一
年
以
降
一
貫
し
て
最
も
大
き
な
項

目
と
な
っ
て
い
る
。
貸
付
の
銀
行
資
産
に
占
め
る

割
合
は
一
九
九
四
年
か
ら
二
○
○
二
年
に
か
け
て

四
○
％
程
度
で
推
移
し
て
い
た
が
、
国
内
信
用
需

要
の
高
ま
り
を
背
景
に
二
○
○
三
年
以
降
、
上
昇

傾
向
に
あ
り
、
二
○
○
六
年
時
点
で
資
産
全
体
の

五
四・
四
％
に
達
し
て
い
る
。
一
般
に
、
銀
行
融

資
は
投
資
拡
大
を
通
じ
て
経
済
成
長
に
貢
献
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
農
業
、
鉱
工
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
各
産
業
部
門
に
配
分
さ
れ
る
銀
行

融
資
に
つ
い
て
各
産
業
部
門
が
生
産
す
る
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
比
率
を
見
る
と
、
こ
こ
数
年
、
す

べ
て
の
産
業
部
門
に
お
い
て
銀
行
融
資
の
対
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
は
上
昇
し
て
お
り
、
銀
行
融
資
は
各
産
業
部

門
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
上
回
る
割
合
で
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
（
表
１
参
照
）。

　

図
２
で
は
貸
付
を
短
期
貸
付
で
あ
る
買
入
・
割

引
手
形
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
当
座
貸
越
、

そ
し
て
長
期
貸
付
で
あ
る
証
書
貸
付
に
分
類
し
て

い
る
。買
入・割
引
手
形
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
当
座
貸
越
は
い
ず
れ
も
構
成
割
合
を
低
下
さ

せ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
、
証
書
貸
付
は
特
に
二

○
○
一
年
以
降
、
急
速
に
構
成
割
合
を
増
加
さ
せ

て
お
り
、
二
○
○
五
年
か
ら
は
短
期
貸
付
を
上

図１ 　定期預金の満期別動向（構成比）
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（出所）参考文献⑤（1999 年まで）及び参考文献⑥（2000年以降）に基づき作成。
（注）各年３月末時点の数値。

図２ 　貸付の種類別動向（構成比）

（出所）参考文献⑧に基づき作成。
（注）各年3 月末時点の数値。
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表１　銀行融資の産業別名目GDPに対する割合� 　　（％）
1991 1993 1995 1997 1999 2001 2002 2003 2004 2005 2006

農　　　業 12.3 11.2 9.5 9.2 9.7 11.5 13.1 16.1 18.0 23.2 29.0

鉱 工 業 51.8 53.6 46.0 48.7 55.1 58.6 62.5 62.4 59.0 64.9 71.4

サービス業 11.9 11.5 12.2 10.5 10.7 13.9 15.8 16.5 16.6 19.2 21.9
（出所）�参考文献④、参考文献⑤（1999年まで）及び参考文献⑥（2000年以降）に基づき作成。
（注）⑴  建設業はサービス業部門に含めている。
  　 ⑵  各年3月時点の数値。
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回
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
貸
付
は
預
金
と
は
異
な

り
、
近
年
長
期
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
は
住
宅
ロ
ー
ン
を
は
じ
め
と
す
る
個
人

向
け
貸
付
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
、
商
業
銀
行
が

開
発
金
融
機
関
に
代
わ
り
産
業
金
融
を
拡
大
さ
せ

て
い
る
か
ら
で
は
な
い（
参
考
文
献
②,pp.2368- 

2369

）。

　

貸
付
に
次
い
で
銀
行
部
門
の
主
要
な
資
産
項
目

と
な
っ
て
い
る
の
が
投
資
で
あ
り
、
銀
行
資
産
全

体
に
占
め
る
割
合
は
二
○

○
六
年
時
点
で

三
一・
一
％
と
な
っ
て
い

る
。
商
業
銀
行
に
よ
る
投

資
の
中
心
は
国
債
と
そ
の

他
政
府
指
定
債
券
で
あ
り
、

こ
れ
ら
は
投
資
全
体
の
八

割
以
上
を
占
め
て
い
る
。

商
業
銀
行
は
こ
れ
ま
で

様
々
な
要
因
か
ら
国
債
や

政
府
債
券
の
保
有
を
増
や

し
、
ピ
ー
ク
時
の
二
○
○

四
年
四
月
に
は
ネ
ッ
ト
の

預
金
総
額
の
四
二・
七
％

が
政
府
債
券
投
資
に
当
て

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
国

内
信
用
需
要
が
個
人
向
け

貸
付
を
中
心
に
急
速
に
拡

大
し
、
ま
た
債
券
利
回
り

が
上
昇
し
始
め
、
政
府
債

券
投
資
に
伴
う
キ
ャ
ピ
タ

ル
・
ゲ
イ
ン
が
縮
小
し
た

こ
と
か
ら
、
商
業
銀
行
は
二
○
○
四
／
○
五
年
以

降
、
政
府
債
券
投
資
を
大
幅
に
抑
制
す
る
方
針
に

転
換
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
国
債
や
そ
の
他
政

府
債
券
投
資
が
ネ
ッ
ト
の
預
金
総
額
に
占
め
る
割

合
は
、
法
定
流
動
性
比
率
（
Ｓ
Ｌ
Ｒ
）
規
制
に
よ

り
保
有
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
最
低
法
定
水
準

二
五
％
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。

●
指
定
商
業
銀
行
の
収
益
性
と
健
全
性

　

イ
ン
ド
の
銀
行
部
門
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、

一
九
九
○
年
代
中
葉
ま
で
公
共
部
門
銀
行
と
私
有

部
門
銀
行
と
い
う
所
有
形
態
の
相
違
が
銀
行
の
収

益
性
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
そ
こ
で
地
域
農
村
銀
行
を
除
く
指

定
商
業
銀
行
を
対
象
に
、
収
益
性
の
指
標
と
し
て

総
資
本
売
上
回
転
率
を
取
り
上
げ
、
一
九
九
一
／

九
二
年
か
ら
二
○
○
六
／
○
七
年
ま
で
の
推
移
を

見
る
。
総
資
本
売
上
回
転
率
と
は
営
業
利
益
を
総

資
産
で
割
っ
た
も
の
で
あ
り
、
数
値
が
大
き
い
ほ

ど
、
収
益
性
が
高
い
こ
と
を
示
す
。
図
３
か
ら
明

ら
か
な
よ
う
に
、
確
か
に
一
九
九
○
年
代
を
通
じ

て
外
国
銀
行
の
収
益
性
が
最
も
高
く
、
国
内
民
間

銀
行
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
が
こ
れ
に
続
き
、
国
有

銀
行
の
収
益
性
は
最
も
低
く
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
二
○
○
一
／
○
二
年
以
降
、
国
有
銀
行
は
国
内

民
間
銀
行
や
Ｓ
Ｂ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
水
準
ま
で

収
益
性
を
引
き
上
げ
て
お
り
、
こ
れ
は
統
計
的
に

も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
イ
ン
ド
で
は
外

国
銀
行
が
最
も
高
い
収
益
性
を
維
持
す
る
一
方
、

国
有
銀
行
は
こ
こ
数
年
、
収
益
性
を
改
善
し
、
外

国
銀
行
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ
グ
ル
ー

プ
や
国
内
民
間
銀
行
と
の
格
差
を
縮
小
さ
せ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
イ
ン
ド
の
指
定
商
業
銀
行
は
全
体

的
に
収
益
性
を
改
善
し
て
い
る
が
、
財
務
内
容
の

健
全
性
に
は
い
か
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
か
。
イ
ン
ド
で
は
一
九
九
二
年
四
月
に
中
央
銀

行
が
不
良
債
権
の
定
義
と
信
用
リ
ス
ク
に
応
じ
た

引
当
基
準
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し
、

さ
ら
に
リ
ス
ク
ウ
ェ
イ
ト
資
産
に
対
し
て
八
％
の

自
己
資
本
を
保
有
す
る
こ
と
を
定
め
た
自
己
資
本

比
率
規
制
が
す
べ
て
の
商
業
銀
行
に
段
階
的
に
導

入
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
健
全
性
規
制
は
国
際
基
準

に
沿
っ
て
断
続
的
に
厳
格
化
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
と
は
対
照
的
に
指
定
商
業
銀
行
の
不
良
債
権
と

自
己
資
本
比
率
は
着
実
に
改
善
す
る
傾
向
を
示
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
不
良
債
権
の
債
権
総
額
に
対

す
る
割
合
は
公
共
部
門
銀
行
を
中
心
に
一
九
九
○

年
代
中
葉
以
降
顕
著
に
改
善
が
進
ん
で
い
る
。
ま

た
自
己
資
本
比
率
に
つ
い
て
も
最
低
法
定
水
準
が

二
○
○
○
年
三
月
以
降
、
八
％
か
ら
九
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
銀
行
が

こ
れ
を
上
回
る
自
己
資
本
比
率
を
実
現
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
イ
ン
ド
の
指
定
商
業
銀
行
は
収
益
性

と
同
様
、
健
全
性
も
改
善
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
持
続
的
成
長
に
向
け
た
銀
行
部
門
の

課
題

　

本
稿
で
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
経
済
成
長
に
つ
い

て
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
中
で
も
主
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
銀
行
部
門
の
発
展
と
い
う
観
点
か
ら

検
証
し
た
。
指
定
商
業
銀
行
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

図３ 　総資本売上回転率
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を
通
じ
て
、
最
大
の
負
債
項
目
で
あ
る
預
金
は
安

定
的
に
増
加
し
て
お
り
、
貯
蓄
動
員
が
着
実
に
進

行
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
最
大
の
資
産
項
目
で

あ
る
銀
行
融
資
は
産
業
配
分
と
増
加
率
の
点
で
経

済
成
長
を
促
進
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
ま
た
公
共
部
門
銀
行
を
含
め
て
イ

ン
ド
の
指
定
商
業
銀
行
は
収
益
性
と
健
全
性
を
高

め
て
お
り
、
こ
の
点
で
も
経
済
成
長
の
阻
害
要
因

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
イ
ン
ド
で

は
金
融
発
展
が
経
済
成
長
に
貢
献
し
て
い
る
が
、

最
後
に
イ
ン
ド
が
持
続
的
な
経
済
成
長
を
実
現
す

る
上
で
解
決
す
べ
き
銀
行
部
門
の
潜
在
的
な
問
題

に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　

第
一
に
、
近
年
の
銀
行
融
資
の
増
加
は
個
人
向

け
貸
付
の
急
速
な
拡
大
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
て
お

り
、
政
策
当
局
は
引
当
要
件
や
リ
ス
ク
ウ
ェ
イ
ト

を
高
め
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
動
き
に
対
処
し
て

い
る
。
ま
た
最
近
で
は
銀
行
融
資
は
農
業
や
鉱
工

業
な
ど
全
体
的
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
増
加
し
て
お
り
、

個
人
向
け
貸
付
の
過
剰
な
増
加
は
緩
和
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
個
人
向
け
貸
付
は
既
に
鉱
工
業
部
門

に
次
ぐ
規
模
に
達
し
て
お
り
、
こ
れ
ほ
ど
個
人
向

け
貸
付
が
拡
大
し
て
か
ら
イ
ン
ド
で
は
本
格
的
な

景
気
の
後
退
局
面
を
迎
え
た
こ
と
が
な
い
。
従
っ

て
、
住
宅
ロ
ー
ン
や
不
動
産
向
け
貸
付
を
中
心
と

す
る
個
人
向
け
貸
付
の
動
向
に
は
今
後
一
層
注
意

を
払
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
銀
行
部
門
の
主
要
な
負
債
項
目
で
あ

る
預
金
は
定
期
預
金
を
中
心
に
満
期
の
短
期
化
が

進
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、
資
産
側
で
は
貸
付
が

長
期
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
銀
行
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
資
産
・
負
債
構
造
は
異
な
る
た
め
、
画
一

的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
と

り
わ
け
国
有
銀
行
で
は
今
後
、
資
産
と
負
債
の
期

間
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
顕
在
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

政
策
当
局
は
こ
の
点
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
商
業
銀
行
に
対
し
て
預
金
総

額
の
一
定
割
合
を
政
府
債
券
の
購
入
に
当
て
る
こ

と
を
義
務
付
け
た
Ｓ
Ｌ
Ｒ
規
制
に
つ
い
て
指
摘
し

た
い
。
一
九
九
○
年
代
初
頭
に
開
始
さ
れ
た
金
融

制
度
改
革
は
そ
れ
ま
で
高
い
水
準
に
設
定
さ
れ
て

い
た
Ｓ
Ｌ
Ｒ
を
大
幅
に
引
き
下
げ
、
一
九
九
七
年

以
降
、
ネ
ッ
ト
の
預
金
総
額
の
二
五
％
で
維
持
し

て
い
る
。
商
業
銀
行
は
自
発
的
な
営
利
活
動
と
し

て
こ
れ
を
上
回
る
水
準
で
政
府
債
券
の
購
入
を
続

け
て
き
た
が
、
昨
今
の
国
内
信
用
需
要
の
高
ま
り

を
受
け
て
、
政
府
債
券
の
保
有
を
最
低
法
定
水
準

で
あ
る
二
五
％
ま
で
引
き
下
げ
る
動
き
が
広
が
っ

て
い
る
。
Ｓ
Ｌ
Ｒ
規
制
は
元
々
財
政
赤
字
を
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
す
る
た
め
に
銀
行
資
源
を
先
取
り
す
る

た
め
に
導
入
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
で

は
二
○
○
四
年
以
降
、
政
府
部
門
の
財
政
赤
字
拡

大
を
抑
制
す
る
法
的
な
枠
組
み
も
整
え
ら
れ
て
い

る
。
従
っ
て
、
今
後
は
Ｓ
Ｌ
Ｒ
の
最
低
法
定
水
準

を
さ
ら
に
引
き
下
げ
、
銀
行
部
門
に
よ
る
資
金
運

用
の
柔
軟
性
を
高
め
る
こ
と
が
経
済
成
長
の
持
続

と
促
進
と
い
う
観
点
か
ら
必
要
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。（

い
の
う
え　

た
け
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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